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業績の概要

経済先行き不透明の中、
需要縮小により販売数量
が減少し、減収。

経済先行き不透明の中、
需要縮小により販売数量
が減少し、減収。

減損損失、事業構造改善
費用等の特別損失、繰延
税金資産の取崩しが当期
純損失の主要因。

減損損失、事業構造改善
費用等の特別損失、繰延
税金資産の取崩しが当期
純損失の主要因。

連結合計

（金額単位：億円）

２０１１年度

実績

２０１２年度

実績

前期比

金額 率

売上高 １，７４７ １，６０２ ▲１４５ ▲８％

営業利益 ９６ ５５ ▲４１ ▲４２％

経常利益 ５８ ３９ ▲１９ ▲３３％

当期純利益 １３ ▲１０９ ▲１２２ －

セグメント別

（金額単位：億円）

２０１１年度

実績

２０１２年度

実績

前期比

金額 率

売上高 １，７４７ １，６０２ ▲１４５ ▲８％

高分子事業 ６７３ ６１２ ▲６１ ▲９％

機能材事業 １５０ １４１ ▲９ ▲６％

繊維事業 ７６７ ６７７ ▲９０ ▲１２％

その他 １５６ １７２ １５ １０％

営業利益 ９６ ５５ ▲４１ ▲４２％

高分子事業 ９６ ７０ ▲２６ ▲２７％

機能材事業 １７ １２ ▲６ ▲３３％

繊維事業 ７ ▲４ ▲１１ －

その他 ８ １３ ６ ７６％

消去・全社 ▲３３ ▲３６ ▲３ －

高分子、機能材、繊維
いずれも、販売数量の
減少が減益の主要因。

高分子、機能材、繊維
いずれも、販売数量の
減少が減益の主要因。
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（金額単位：億円）

９６

５５

２０１１年度 ２０１２年度

▲４１
販売数量
▲３９

◆販売数量減
販売構成差 等

◆販売数量減
販売構成差 等

営業利益変動要因分析（２０１１年度→２０１２年度）

価格下落
▲１２

◆固定費削減 等◆固定費削減 等

原燃料
価格変動

＋３

その他
＋７
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資産・負債・純資産

（金額単位：億円） ２０１２年３月末 ２０１３年３月末 増減

資産合計 ２，６８５ ２，５５１ ▲１３４

流動資産 １，０８４ １，００３ ▲８２

固定資産 １，６０１ １，５４８ ▲５３

負債合計 ２，３６３ ２，３３７ ▲２５

純資産合計 ３２２ ２１３ ▲１０９

株主資本 ２９８ １８７ ▲１１１

その他の包括利益累計額 ▲ １２ ▲ ９ ＋４

少数株主持分 ３７ ３５ ▲２

有利子負債 １，７３２ １，６６５ ▲６７

自己資本比率 １０．６％ ７．０％ ▲３．６％



6

１．２０１３年３月期決算概要

・業績の概要

・営業利益変動要因分析（２０１１→２０１２）

・資産・負債・純資産

２．各事業セグメントの状況

・高分子事業の状況

・機能材事業の状況

・繊維事業の状況

・その他の状況

・事業構造改善費用と減損損失

内容

３．２０１４年３月期通期業績予想

・２０１４年３月期通期業績予想

・セグメント別業績予想

補足資料

・トピックス

・事業構成

・各事業セグメントの概要

・トップシェア・シェア優位事業



7

高分子事業の状況

□フィルム

〔減収・減益〕

包装分野

震災後の旺盛な需要から一転し在庫調整局面となり、
その後回復は乏しく収益は減少。

工業分野

ポリエステルフィルムの需要が全般的に低迷したこ
ともあり収益は減少。

□樹脂・他

〔減収・減益〕

ナイロン樹脂

自動車用途が全体的には堅調。

ポリアリレート樹脂「Ｕポリマー」

情報端末機器用途での新規展開が進むが、電気・
電子機器用途、事務機器用途は低調に推移。

ポリエステル樹脂他

電気・電子機器用途が低調の一方、環境配慮型の
水性エマルション「アローベース」の新規用途への展
開は進捗。

□不織布

〔減収・減益〕

ポリエステルスパンボンド

カーペット用途、建築・土木用途は伸長。衛生材料、
農業、一般資材の各用途は低調。輸出も数量が伸
び悩む。

コットンスパンレース

ウェットシート用途の在庫調整により販売数量減少。

Ｕポリマー、ポリエステルスパンボンドなど下期後半に復調の兆しありＵポリマー、ポリエステルスパンボンドなど下期後半に復調の兆しあり

（金額単位：億円） ２０１１年度 ２０１２年度 増減

高分子事業 売上高 ６７３ ６１２ ▲６１

フィルム ３２６ ２９５ ▲３１

樹脂・他 ２１６ １９２ ▲２３

不織布 １３２ １２５ ▲７

高分子事業 営業利益 ９６ ７０ ▲２６
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機能材事業の状況

□機能材

〔減収・減益〕

ガラス繊維・産業資材分野

ビル・土木改修用途は堅調。

その他の用途は低調に推移。

ガラス繊維・電子材料分野

ＩＣクロスは市場での競争が激化したが、差別化品
である情報端末機器用途の販売構成を高めたため、
採算はやや改善。

ガラスビーズ

工業用途は電子部品など高採算品を中心に販売数
量減少。ロードマーキング用途、標識・安全服など
の反射材用途も低調。

活性炭繊維

浄水器用途は引き続き堅調。廃液処理用途やＶＯ
Ｃ除去シート用途などの需要回復にやや遅れあり。

ガラス繊維や活性炭繊維などの一部用途は堅調だが、全体的には低調ガラス繊維や活性炭繊維などの一部用途は堅調だが、全体的には低調

（金額単位：億円） ２０１１年度 ２０１２年度 増減

機能材事業 売上高 １５０ １４１ ▲９

ガラス繊維 ６９ ６８ ▲１

ガラスビーズ関連 ３１ ２７ ▲４

活性炭繊維関連 ４０ ３８ ▲２

その他 １０ ７ ▲３

機能材事業 営業利益 １７ １２ ▲６
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（金額単位：億円） ２０１１年度 ２０１２年度 増減

繊維事業 売上高 ７６７ ６７７ ▲９０

産業繊維 ２２５ ２１５ ▲１０

衣料繊維 ５４２ ４６３ ▲８０

繊維事業 営業利益 ７ ▲４ ▲１１
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繊維事業の状況

□繊 維

〔減収・減益〕

産業繊維

ポリエステル高強力糸は、主力の建築・土木用途で
市況回復が見られず低調に推移。

ポリエステル短繊維は、安価な輸入品の流入により
販売価格が軟化し収益悪化。

ビニロン繊維は、アスベスト代替ＦＲＣで欧州市況
の改善が見えない中、新興国市場の開拓・拡販す
るも価格競争の激化、販売構成の変化により収益
悪化。

衣料繊維

ユニフォーム分野は、サービスユニフォームが堅調。

スポーツ分野は、高付加価値品の販売が堅調。

レディス分野は、事業の選択と集中により収益改善。

一部の子会社では市況の低迷を受け収益は減少。

産業繊維はポリエステル短繊維、ビニロン繊維の収益悪化
衣料繊維はユニフォームなどが堅調、一部の子会社で収益減少
産業繊維はポリエステル短繊維、ビニロン繊維の収益悪化
衣料繊維はユニフォームなどが堅調、一部の子会社で収益減少

売上高
７６７

営業利益
７

2011年度 2012年度

６７７

▲４
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その他の状況

□その他

〔増収・増益〕

生活健康

健康食品のハナビラタケ関連商品は、底堅い需要
あり。

機能性食品原料はラクトビオン酸やアラビノースを
除き低調に推移。

メディカル

排液系カテーテルの伸長や主力の循環系カテーテ
ルの新製品上市などにより増収、診断薬は堅調、酵
素は国内市況の低迷を受け苦戦。

不動産関連

第４四半期に竣工した物件(マンション４物件)の販
売が堅調に推移し収益伸長。

環境

前期は環境事業の譲渡に伴う一時費用の発生あり。

生活健康・メディカルは収益減少、不動産関連は計画以上に進捗生活健康・メディカルは収益減少、不動産関連は計画以上に進捗

（金額単位：億円） ２０１１年度 ２０１２年度 増減

その他 売上高 １５６ １７２ １５

生活健康・他 ８３ ８２ ▲１

不動産関連 ６９ ８７ １８

環境 ４ ２ ▲２

その他 営業利益 ８ １３ ６
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事業構造改善費用と減損損失

機能材事業

【事業構造改善】

ガラスビーズを用いた反射材を製造・販売する子会社(ユニチカスパー
クライト㈱)について、不採算事業からの撤退に伴う事業構造改善費用
を計上。

繊維事業

【事業構造改善】

各種合繊織物の染色加工等を行う子会社(㈱アイテックス)の解散に伴
う損失を計上。

【減損】

ビニロン事業、子会社のユニチカバークシャー㈱に関わる固定資産に
ついて損失を計上。

その他

【事業構造改善】

立体駐車設備事業を譲渡中の子会社(ユニチカ設備技術㈱)について
事業構造改善費用を計上。

【減損】

ユニチカリアルティ㈱のショッピングセンター(奈良県大和高田市、大阪
府貝塚市)等に関わる固定資産について損失を計上。

機能材事業、繊維事業、その他のセグメントで計上機能材事業、繊維事業、その他のセグメントで計上
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２０１４年３月期通期業績予想

成長戦略の推進など４つの施策で収益基盤の底上げを図る成長戦略の推進など４つの施策で収益基盤の底上げを図る

(金額単位：
億円)

２０１２年度実績 ２０１３年度予想 前期比

増減
与件 ２０１３年度

上期 通期 上期 通期

売上高 ７６２ １，６０２ ７７５ １，６５０ ４８ 原油（＄/バレル） １１０

営業利益 ２３ ５５ ２８ ７５ ２０ 為替（円／＄）＊ ９２(買)／８５(売)

経常利益 ５ ３９ １２ ４０ １

当期純利益
(四半期純利益) ▲９ ▲１０９ ２ ２０ １２９

 実態経済の回復への期待はあるものの、上記予想の前提には期待値としての数量回復分は含めて
いない。厳しい結果となった２０１２年度実績を踏まえて、①高分子事業などの成長戦略の推進 ②固
定費削減を含む徹底したコストダウンの実施 ③低採算事業の収益改善施策の実行 ④原燃料価格
上昇に対する価格改定の実施により、収益基盤を底上げし、将来の確固たる事業基盤を確立する。

 高分子事業を中心に、第１四半期以降順次価格改定の効果を織り込んでいるが、上期前半はコストアップに
対する価格改定の効果発現までのタイムラグを見込む。

 機能材事業や繊維事業では、子会社を含めた構造改善施策や減損処理による効果を織り込む。

 実態経済の回復への期待はあるものの、上記予想の前提には期待値としての数量回復分は含めて
いない。厳しい結果となった２０１２年度実績を踏まえて、①高分子事業などの成長戦略の推進 ②固
定費削減を含む徹底したコストダウンの実施 ③低採算事業の収益改善施策の実行 ④原燃料価格
上昇に対する価格改定の実施により、収益基盤を底上げし、将来の確固たる事業基盤を確立する。

 高分子事業を中心に、第１四半期以降順次価格改定の効果を織り込んでいるが、上期前半はコストアップに
対する価格改定の効果発現までのタイムラグを見込む。

 機能材事業や繊維事業では、子会社を含めた構造改善施策や減損処理による効果を織り込む。

＊期中の為替変動には適宜対応し進捗を
フォロー。
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セグメント別業績予想

(金額単位：億円)
売上高 営業利益

主な利益変動要因（想定）
２０１２年度

実績

２０１３年度

予想

前期比

増減

２０１２年度

実績

２０１３年度

予想

前期比

増減

高分子事業 ６１２ ６７５ ６３ ７０ ７３ ３

インドネシア子会社のナイロンフィルム大型新鋭
機が今夏稼働開始。

新規開発の水性エマルション「アローベース」の
拡販。

二成分複合型スパンボンド「エルベス」の需要回
復。(新規用途展開 キャッピングシートなど)

機能材事業 １４１ １４５ ４ １２ １５ ３

ＩＣクロスの差別化品である携帯端末機器用途の
販売構成比アップによる収益改善。

活性炭繊維の廃液処理用途の海外展開強化。

ユニチカスパークライト㈱の事業構造改善効果
発現。

繊維事業 ６７７ ６６０ ▲１７ ▲４ ８ １２

ビニロン繊維等の減損や事業構造改善施策によ
る効果、海外子会社の収益改善により、黒字転
換。

その他 １７２ １７０ ▲２ １３ １２ ▲１ 前期好調の不動産関連がやや減少等。

消去・全社 ▲３６ ▲３３ ３

合計 １，６０２ １，６５０ ４８ ５５ ７５ ２０

事業構造改善
効果等含む。

事業構造改善
効果等含む。
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１．２０１３年３月期決算概要

・業績の概要

・営業利益変動要因分析（２０１１→２０１２）

・資産・負債・純資産

２．各事業セグメントの状況

・高分子事業の状況

・機能材事業の状況

・繊維事業の状況

・その他の状況

・事業構造改善費用と減損損失

内容

３．２０１４年３月期通期業績予想

・２０１４年３月期通期業績予想

・セグメント別業績予想

補足資料

・トピックス

・事業構成

・各事業セグメントの概要

・トップシェア・シェア優位事業



トピックス
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「エルベスキャッピングシート」
東日本大震災被災地域で採用開始
「エルベスキャッピングシート」
東日本大震災被災地域で採用開始

復興地域再生支援チームが提案した「エルベスキャッ
ピングシート」が、除染廃棄物仮置き場で廃棄物を覆
うガス透過性防水シートとして福島県南相馬市などの
被災地域で採用開始。

防水シートとして初めて公益社団法人日本材料学会
の技術評価証明を取得。

復興地域再生支援チームは、今後も放射線測定から
廃棄物処理、除染に役立つ製品を積極的に展開し、
復興地域の再生をサポート。

復興地域再生支援チームが提案した「エルベスキャッ
ピングシート」が、除染廃棄物仮置き場で廃棄物を覆
うガス透過性防水シートとして福島県南相馬市などの
被災地域で採用開始。

防水シートとして初めて公益社団法人日本材料学会
の技術評価証明を取得。

復興地域再生支援チームは、今後も放射線測定から
廃棄物処理、除染に役立つ製品を積極的に展開し、
復興地域の再生をサポート。
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事業構成

高分子事業（売上高構成比３８％）
◆フィルム ナイロンフィルム

ポリエステルフィルム
◆樹脂 ナイロン樹脂

ポリエステル樹脂
ポリアリレート樹脂

◆不織布 ポリエステルスパンボンド
コットンスパンレース

高分子事業（売上高構成比３８％）
◆フィルム ナイロンフィルム

ポリエステルフィルム
◆樹脂 ナイロン樹脂

ポリエステル樹脂
ポリアリレート樹脂

◆不織布 ポリエステルスパンボンド
コットンスパンレース

機能材事業（売上高構成比９％）
◆ガラス繊維
◆ガラスビーズ
◆活性炭繊維

機能材事業（売上高構成比９％）
◆ガラス繊維
◆ガラスビーズ
◆活性炭繊維

繊維事業（売上高構成比４２％）
◆産業繊維 ポリエステル高強力糸

ポリエステル短繊維
ビニロン繊維 等

◆衣料繊維 ユニフォーム
一般・婦人衣料素材
スポーツ衣料素材 等

繊維事業（売上高構成比４２％）
◆産業繊維 ポリエステル高強力糸

ポリエステル短繊維
ビニロン繊維 等

◆衣料繊維 ユニフォーム
一般・婦人衣料素材
スポーツ衣料素材 等

２０１２年度
売上高

１，６０２億円

その他（売上高構成比１１％）
◆生活健康 医用材料

健康補助食品 等
◆不動産関連
◆その他 設備技術

情報システム
環境分析 等

その他（売上高構成比１１％）
◆生活健康 医用材料

健康補助食品 等
◆不動産関連
◆その他 設備技術

情報システム
環境分析 等



フィルム 樹脂 不織布

主要
製品

（用途）

◇ナイロンフィルム
◇ポリエステルフィルム

◇ナイロン樹脂
◇ポリエステル樹脂
◇ポリアリレート樹脂

◇ポリエステルスパンボンド
◇コットンスパンレース
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高分子事業の概要

包 装

自動車
部品

精密機器

カーマット基布 生活雑貨

工 業

エルベスキャッピングシート



ガラス繊維 ガラスビーズ 活性炭繊維

主要
製品

（用途）
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機能材事業の概要

工業用

車両電照カバー

ＩＣクロス
（プリント基板用）

ロードマーキング 活性炭繊維フィルター

産業用ガラスクロス



産業繊維 衣料繊維

主要
製品

（用途）

◇ポリエステル高強力糸
◇ポリエステル短繊維
◇ビニロン繊維 等

◇ユニフォーム
◇一般・婦人衣料素材
◇スポーツ衣料素材 等
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繊維事業の概要

工業用

産業資材用
ポリエステル繊維

ビニロン繊維
（セメント補強用途）

スポーツ衣料

ユニフォーム 婦人衣料

放射線遮蔽防水シート



主要
製品

（用途）

◇生活健康
医用材料、健康補助食品 等

◇不動産関連 ◇設備技術
◇情報システム
◇環境分析 等
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その他の概要

工業用

健康補助食品

抗血栓性
カテーテル

創傷被覆保護材
ベスキチン

マンション事業

ソフトウェア設計ヒーティング
システム

放射能測定
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トップシェア・シェア優位事業

※シェアは当社推定

製品
国内
シェア

主な用途 当社の強み

高分子

ナイロンフィルム
５０％弱
（１位）

食品包装用
（世界シェア１位）

同時二軸延伸技術
クイックデリバリー

ポリエステルスパンボンド
４０％
（１位）

自動車内装、建築、土木
農業資材、衛生材料、生活資材

複合繊維化技術

コットンスパンレース
６０％
（１位）

衛生材料、生活雑貨
バインダーレス
天然素材の風合い

ポリアリレート樹脂 当社独自 自動車部品、電気・精密機器部材 耐熱性・透明性

機能材

ガラスクロス（産業用）
３０％
（２位）

フィルター素材、ＦＲＰ用、建築
土木資材

製繊・製織技術

ガラスビーズ
３５％
（２位）

各種反射材、工業用ビーズ 商品の品揃え

繊維 ポリエステル短繊維（バインダー）
６０％
（１位）

建材、家具、自動車内装向け不織布原料 複合繊維化技術
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ご注意

本資料中の予想は、現時点における将来の経済環境予想等の仮
定に基づいております。実際の業績は、今後の種々の要因によっ
て異なる結果となる可能性があります。


